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'M・ 市在住住・で歴史.市シ，，j(ク今ム、慶州市の歓"fi・
羽町民!2ilftに..で，るA
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| 時間センター主催開 . | 奈良市青少隼国際音素フェスティバル 目

夏休みアニメ映画会
(入縄開問〉

開催=8月7日目)
午育.，崎

午後2崎

上映時間2時間

ーハンガリー・力ントゥス
少年少女合唱屈を迎えて

曜のふるさ色川相.，トヮ カントウス少年少女合唱聞

がやってきます。市?陪 旭.の脅濃悶.と電しいン調イント

コンサートを傘陶しまιた@みなさんも奮しい時闘を 循1:.
ごしませんかd

。

“となりのトトロ"

“短編ドラミちゃん"
とζろ 史跡文化センター 砂図柄し込み 往復はが

きに午前 午後の別住所氏名{返信用にも) 竜

蔵書号を脅して7月IHlまでに史跡党化セ J ター

(三条大路 丁目5-37 1'J-~9021) 。 はが
きl枚で2人入鳩可多、治合"摘選。

制lAA~' ・ 1 "

とを i f!22lJ;J)f1i2'*-4時半 ・ところ…噛文化セ
シタ. 'A醐 桝 ・定貝醐人 ..し帥…往

復はがきに住碗氏名〔返信綱にも) 電路信号 入鳩希望

人吸を骨て7月'"町市役所叩時Z号、。多い酎
は術遺
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